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京都大学創立百周年記念展覧会

知的生産の伝統 と未来

京都大 学は今 年,創 立百周年 とい う記 念すべ き年 を迎 える ことがで きた。この間に数々の高度 な学術研

究の成果が生み出 され,京 都 大学は 日本 を代 表す る研 究 ・教育 機関 と しての地位 を確立 した。

このた び 「知 的生 産の伝統 と未来」と題す る記念展覧会 を企画 し,京 都大学 の独創 的な学 問の歴 史 を回

顧 す るとともに,未 来の大学像 を模索す る ことになった。展示会 は学内各所で行 なわれ るが,メ イン会場

となる総合博:物館で はさまざまなモ ノを出展 し,そ れ らのモ ノに 「知的生産の伝統 と未来」を語 らせ る こ

とに した。発掘調査 の出土 品,碩 学の著作や遺 品,研 究教育 のための道具 ・模型,ノ ーベ ル賞の メダル,弾

圧 に抗す る声明文。そ う したモ ノのすべ てが,京 都大学の一世紀 の歴 史を語 り,進 むべ き道 を指 し示すだ

ろう。

この展示 によって,京 都大学 について の理解 を深めていただ くとと もに,広 く日本 の学問研 究の伝統 と

未来 を考 えるよすが としていただければ幸 いであ る。

● 古 代 へ の情 熱

京都大学には日本で唯一,戦前から考古学講座が

設置 され,国 内 ・国外にわたる調査 を続けてきた。

その結果,国 際的にも有数の考古資料 を所蔵するに

至っている。 ここでは発掘調査での出土品のほか,

考古学にもとつ く古代研究の方法 を展示する。

(展示品)椿 井大塚山古墳の三角縁神獣鏡,久 津

川車塚古墳の長持形石棺ほか
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● 工 学 事 始

近代 日本の発展のためには,工学研究が不可欠で

あった。京都大学で も最初に理工科大学が設置 さ

れ,新 進気鋭の精神で研究が進められた。工学部機

械工学 ・土木工学 ・電気工学 ・工業化学 ・採鉱冶金

学各教室の所蔵資料から,そ うした努力の跡 を振 り

返る。

(展示品)蒸気機関車木製模型,琵 琶湖疎水工事図

面集,橋 梁設計教材模型など

創設当時の電気工学教室実験室
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● 名 建 築

京都大学構内の建築群は,日 本近代 の建築文化 の歩 み を物

語 る。質朴 なデザイ ンか ら装飾性豊 かな西洋様 式へ,そ して

1910年 代 のセセ ッシ ョン,20年 代の表現主義,30年 代 のアー

ル デコ…,と 近代建築運動 の軌跡 が刻 まれ,今 も新 しい建築

作品が生 まれている。

(展示品)時 計台 ・建築学教室 ・人文科学研 究所 ・楽友会館

等の写真 と設計 図

楽友会館

● 東 洋 学 の 系 譜

文科大学(文 学部)唱では,創 設時より中国を

中心 とする東洋学が重視された。狩野直喜 ・内

藤湖南 を始めとする中国学派 と,桑原隅蔵に始

まる東洋史学派が,二 大潮流 となって教育 ・研

究 につとめ,「京都学派」 とよばれる精密な学

風 を形成 した。

(展示品)内 藤湖南 ・狩野直喜 ・桑原隅蔵 ・羽

田亨等の著作 と遺品

内藤湖南

● 学 問 の 自由 を求 め て

真理の探究を使命 とする大学は,国 家権力をはじめとする外部の権威

から独立 し,自 立的に運営されねばならない。「学問の自由」は 「大学の

自治」によって保証される。しか し戦前の国家体制は,し ば しばこの原

則を踏みにじって大学に干渉を加えた。

(展示品)河 上肇 ・滝川幸辰の著作と関係資料
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● 哲 学 者 た ち

西田幾多郎,田 辺元をは じめ とする 「京都学

派」の哲学者たちは,西 洋哲学を受容するだけで

な く,東洋思想の伝統の上に立ってみずからの哲

学を展開 した。厳密な学問性 と徹底 した主体的思

索 を兼ね備えた彼 らの学風 を,著作や遺品によっ

て紹介する。

(展示品)西 田幾多郎 ・田辺元 ・九鬼周造 ・和

辻哲郎等の著作 と遺品
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● 栄 誉

京都大学 の一世紀 にわたる知的生産 の

歴史の中で,湯 川秀樹 ・朝永振一郎 ・福 井

謙一 ・利根川進が ノーベ ル賞,広 中平祐 ・

森 重文 が フ ィー ル ズ賞,伊 谷 純 一 郎 が

ハ ックス リー賞 に輝 き,ま た30名 を超 え

る文化勲章受章者が生 まれ た。

(展示 品)ノ ーベ ル賞 ・フ ィールズ賞 ・

ハ ックス リー賞 のメダル と関係資料

朝永振一郎のノーベル賞

賞状とメダル

木
原
均
の
タ
ル
ホ
コ
ム
ギ
発
見 登 山 ・探 検 と フ ィール ド調 査

京都大学 では,戦 前 か ら世界各地で現地調査 を行

なう研究者が 多かった。京都帝大旅行部,京 大山岳

部 ・探検 部出身者 を中心 に,探 検 隊 または個 人で調

査 にお もむ き,作 物,生 態,人 類,民 俗,考 古 な ど

の諸分野で高 い業績 をあげている。

(展示品)木 原均 ・梅樟忠夫 ・中尾佐助 ・今西錦

司等の著作 と関係資料 ・物 品

● 人 文 科 学研 究 所 と共 同研 究

1949年 に新発足 した人文科学研究所では,

当初か ら共同研究が組織 され,着 実 に成果

を重ねてきた。共同研究は異分野の研究者

の協力によって,学 界の閉鎖性の打破,研 究

能率の向上などがめざされる。研究成果の

うち,主 要なものを展示する。

(展示品)安 部健夫 ・塚本善隆 ・桑原武夫

を中心とする共同研究の報告書と関係資料

共同研究のカー ド
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● 未 来 へ

日本人の生活環境や心身の健康 を維持 し,

山積する地球の環境問題 を解決するため,京

都大学ではあらゆる分野を総動員して,真 摯

な取 り組みを続けている。そうした最前線の

研究成果の一端を紹介したい。

(展示品)臓 器移植,人 工関節,箱 庭研究,

生物多様性研究等の関係資料

吸
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京都大学創立百周年記念展覧会

「知的生産の伝統と未来」

開催 期 間:10月28日(火)～ll月24日(月 ・

振 替 休 日)9:30～16:30(入 館 は16;30ま で)

※ ただ し11月10日,17日 は休館

メイン会場

総合博物館,附 属 図書館展示室(3階)

サ テライ ト会場

総合 人間学部,大 学院 人間 ・環境学研究科,大 学院理

学研究科,大 学院工学研究科 ・工学部 ・大学院エ ネル

ギー科 学研究所,基 礎物 理研 究所,大 型計算 機セ ン

ター,宇 治 キャ ンパ スの研究所 ・センターで期 間中適

宜 開催

※サテライ ト会場の開館 日についてはお問い合わせください

入 場 無 料

問合先 京都大学総合博物館 ・附属図書館総務課

075-753-3274/2613

公開講座

野外調査と博物館
一 フ ィー ル ドか ら考 え る

ll月22日(土)総 合博物館助翻 受吉 川 真 司

山 と古 代 人

ll月29日(土)総 合博物館助手 佐 藤 廉i也

ア フ リカの 森 と焼 畑 農 業

蓋2月6日(土)総 合博物館助手 角谷岳彦

トチ ノキの花咲 く森 で

一芦生における虫と花 との共生一

12月13日(土)総 合博物館助教授 永益英敏

未知 の植物 を求 めて

○時 間 各回とも午後1時30分 か ら午後4時

○会 場

○受 講 料

○定 員

○申込期間

∩由杁一#洪

京都大学総合博物館3階 講演室

全回を通 して5,400円

60名(申 し込み多数の場合は抽選)

10月27日(月)～11月14日(金)

モ目全審留重ガは思謹業斗直榜培参`こ北り

お申 し込みください。

現金書留の場合は下記のものを同封 して下さい。

1.受 講料

2,住 所 ・氏名 ・年齢 ・職業 ・電話番号を記入 した用

紙(形 式は問いません)

3.返 信用封筒(表 側に宛名・郵便番号を記入 し、80

円切手を貼ってください。受講証・領収書等をお送

りします。)

持参の場合は平 日の午前10時 から午後4時 の間にお

いでください。

S
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ジ ュ グ ソ ー ・パ ズ ル と考 古 学

山中一郎

最近 は至 る ところで考古 学の発掘 調査 をお こな

い,掘 り出 され た多 くの資 料 を整 理 して,過 去 の

人 々が繰 り広 げた営 み を復 原 してい る。その盛 況が

もた らせた貴 重な点 は,多 くの人が考古学 す るよう

になった こ とであ ろ う。 昨 日まで家事 を ひたす ら

守 った主婦専 業の方 が,空 いた時間に考古 学 に参加

される とい う例 は実 に多い。考古学 が社会参加 して

い ると思 える事 実であ る し,逆 に考古 学は多才の人

材 を獲 得 して いる。 人が多 く集 まるこ との利点 は,

さまざまな才 能が寄 り合 って,個 人では限 りのある

知識 や巧 み さを補 え合 うことにあ る。発掘調査 で掘

り出 した過去の人々の生活の跡 か ら考 え られ ること

は,ヒ トは力 を合 わせ て生 きて きたのだな とい う実

感 であ るが,そ れ は考 古学す るこ とに も当て は ま

る。そ うした当た り前 の ことを改 めて教 えて くれる

のがこのごろの考古学 の盛況 なのである。

考古学 する とい うこ とは,実 に多様 な作業 を含ん

でいる。デ ータをまとめて論文 や話 を練 り上 げるの

もそのひ とつであるが,そ れ以前 にデー タを取 るの

に手がか かる。木 を切 り,草 を刈 って,発 掘 地 を整

え,鍬 で土 を掘 り,竹 ベ ラやブ ラシで土 を削 るのが

始 まりで ある。写真 を撮 り,現 場で図 を描 いて,測

量 をお こな う。遺物 を水で洗い,マ ー クを書 き込 む。

そ して遺物 の図 を描 き,写 真 を撮 り,細 か く観察 し

てデー タを取 る,等 々 ・・。

遺物 となって出土す る もの は壊 れている。た とえ

壊 れてい な くて も,石 器の ように,作 る ときに石が

割 られ て,そ の とき生 じた石片 も取 り出 されるこ と

が ある。そ うした壊 れ もの は,割 れ面 を探 して引 っ

付 け,も との形 にす るこ とが で きる。もとの形 を復

原す るこ とによって,デ ー タの質 は高 くなる。一般

の人がみ て,気 の遠 くなる ような引 っ付 け作業が考

石のかけらを引っ付ける

作業風景
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パンスヴァン遺跡(フ ランス,旧 石器時代)の 石器

が引っ付 く資料(左)

山形県越中山K遺 跡の石のかけら(左 下)と,そ のか

けらが引っ付いたところ(下)

古学者の代名詞の よ うに思 われた ときもあ った。し

か し多 くの人が考古学する ことに参加 される ように

なって,こ の考古学者 の特技 は,実 はそ う言 えない

こ ともわか った。

人 はお のおの に得意 とす る分野 を もっている。多

様 な作業 を擁す る考古学 では,そ れぞれの面 で見事

な腕 を示す方が た くさんお られる。とくに引 っ付 け

作業 では 目を見張 る超能力 をみる ことがで きる。割

られていった石片 を引 っ付 ける作業 は難 しい。お茶

碗 とちが って,も との形が分 か らないか らで ある。

石器作 りを理解 している ものは,剥 が れて い く石片

の形 の特徴 を十分 に知 っているので,そ の視 点か ら

接 合する割 れ面 を捜 してい く。しか しその引 っ付 け

作業 は,ジ ュ グソー ・パ ズルの立体版 なのであ る。

まずは,石 に模様があ る ときには,模 様 のつなが

りを捜す。そ して輪郭の形 を頭 に覚 え込 んで,そ れ

に対応す る形 を捜す 。「どう して引 っ付 くことを見

つけるのですか?」 と尋 ね られたあ る女 の方が答 え

た。「形 を覚 えて,じ っと他 の石 片 をみ るのです。そ

うす る とパ ッと引 っ付 くのです。」感覚 の作業 なの

である。そ う した感覚の乏 しい ものや,経 験 のない

ものにはまさに神業 の ようである。

500ピ ースの ジュグ ソー ・パ ズル を買 ってみ よ

う。少 し辛抱 して取 り組 む と,完 成 させる ことがで

きる。だんだん とピースの数 を増 や して挑戦 を続け

る。2000ピ ース ともなれば,相 当の時間 をかけて も

成功す るのに苦労す る。ジュグ ソー ・パズ ルは模様

のつ なが りと接合面の形 だけを頼 りに引 っ付 けてい

く。要す るに考古学の引 っ付け作業 と同 じなのであ

る。ジュグソー ・パズルが流行 しだ した ころ,わ た

したちの仕 事が一般 の 人々の遊iびに された と思 っ

た。しか し考古学の社会参加の ひ とつ だったな と思

うこの ごろであ る。

(京都大学総合博:物館教授 ・考古学)
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鉄道黎明期に作 られた木製蒸気機関車模型
城下荘平

機械工 学科 に1台 の古 ぼけた木製の機 関車模型が

保存 されてい る(写 真 参照)。大 きな円筒 は曲げた薄

い木板 を幾枚かつ な ぎ合 わせ た もので あ り,小 さな

円筒 は木の丸棒の 中を くりぬい て作 ってある。レー

ル ももちろん木製で ある。六 角ナ ッ トや軸 の端 の ピ

ン止 めのピ ンに至 るまで木で作 られ ている。た また

ま平頭 の鋲が抜 け落 ちていた穴 を観察す る と,な ん

とテーパがつ けてある。機 関車先頭 の煙室 扉は開閉

で きる ようになってお り,開 ける と少 し奥 に多 くの

穴 の あいた仕切 り板 が見 え,そ の向 こうに管が繋

が っている ことが理解 で きる。外観 だけでな く,内

部 まで実物 に忠実 に作ろ うとした意図に驚か される。

これほ ど精緻 に作 られた模型 であるが,関 連資料 が

残 されてお らず,機 械 工学科の草創期 か らあ った ら

しい とい う以外 には じつは何 も分かっていない。そ

こで まず,い くつかの特徴か らその原形の機関車形

式 を特定す る ことにする。

機 関車 には タ ンク機 関車 とテ ンダ機 関車が あ る

(図参照)。 タンク機関車 とは機関車 自身 に石炭 と水

を搭 載 している もので,普 通 はボイラの両面 にサ イ

ドタンクと称 する タンクを持 っている。テ ンダ機関

車 はサ イ ドタンクの代わ りに後部に炭水車(テ ンダ)

を連 結 した もので長距離運転用 に製造 された もので

ある。模型 にはサ イ ドタ ンクは な く,テ ンダ機関車

であ ることが分か る。

車輪は前 部か ら後部へ,先 輪,動 輪,従 輪が配置

され てお り,先 輪あ るいは従輪が ない場 合 もあ る。

機関車の名称 には これ らの車輪の数が使われ る。た

だ し,先輪 と従輪 はその個数 をその まま使用 するが,

動 輪の場合 は,ア ルフ ァベ ッ トを使用す る。動輪が

1つ の場合 はA,2つ の場合 はB,以'一 ド同様 に3つ

がC,4つ がDと い う具合であ る。た とえば,先 輪

が2つ,動 輪が4つ,従 輪が1つ の機 関車 の名称 は

2Dlと なる。模 型の場 合は先 輪が2つ,動 輪が2つ

で従輪は ないので2Bと なる。

鉄 道創業 当時の機関車②の うち,2Bテ ンダ形機 関

車のみ を抜粋す ると6形 式 に しぼ られる(表 参照)。

この うち,5300形(写 真参照)と5400形 はたんに

メー カーが違 うため形式が分 け られ ただけで同形機

であ る凶。そ こで これ ら5種 類 の機 関車の写真6噛 を

見比べ て見 る と,模 型 の ように先輪 の上にある シリ

ンダと歩み板が傾斜 している ものは5300形 式 しかな

く,他 の形 式の ものは全 て水平 にな っている。した

が って模型 機関車 は2Bテ ンダ5300形 である ことが

特定 される。可動 でない ところで部 分的 に実物 と模

型 に不 一致 な箇所 があ る(た とえば上部の蒸気溜)

のは,実 物 の5300形 の多 くが購 入後,改 造 されたた

めであろ う。

5300形 は イギ リスのベ イヤ ー ・ピー コ ック社 で

1882(明 治15)年 に最初 に製造 された機 関車 である。

24輌 が輸入 され,鉄 道作業局,山 陽鉄道,日 本鉄 道

で旅 客用 として使 用 され た。 寸法の詳細 は省 くが,

機関車先端 の 自動連結機 か らキ ャブ(運 転台。ただ

し模 型には ない)ま での長 さが約8.5mあ り(5),模型

の縮 尺が1/4で ある ことが推 定 され る。

とこ ろで,東 京 一新橋 間 に鉄道 が 開業 したのは

1872(明 治5)年 であ り,以 後 イギ リスの技術指導 によ

り全 国 に鉄 道網が張 りめ ぐらされて行 った。1889(明

鉄道創業当時の2Bテ ンダ形機関車一覧表

製造会社
形式別の最初の

機関車の製造年

明治42年制定の車両
称号規程による形式

キ ッ トン社 明 治7(で874}年 5100

キ ッ トン社 明 治釧1876}年 5130

ダブス社 明 治17(1884}年 5230

ベ イ ヤ ー ・ピー コ ッ ク社 明 治15(1882}年 5300

ベ イ ヤ ー ・ピー コ ッ ク社
明 治15(1882}年

明 淘7(1884}年 改造
5490

ニール ソン社 明治24(1891}年 綱
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(a)タ ンク機関車

(b)テ ンダ機関車

タンク機関庫とテンダ機関車(1)

左 上=木 製 蒸気機 関車模型(2.2×0.6×1.Om)

左=5300形 蒸 気機 関車(写 真:交 通博物館蔵)

治22)に は東 海道線(新 橋 一神戸)が 全通 したが,当

時 のわが国では機械工業その ものが まだ揺 藍期 にあ

り,蒸 気機関車 はすべ てイギ リス とアメ リカか らの

輸 入に頼 らざる を得 ない状態 であった。しか し鉄道

建設が進むにつれ機関車の国産へ の必要性 が痛感 さ

れる ようになった。 ようや く,1893(明 治26)年 に神

戸 にあった官営鉄道 の車両保 守工場 にお いて,イ ギ

リス人R.F.ト レビシ ック氏 の指導の下 に,主 要部

品は輸 入 なが らも機関車 の組 立 ・製造が行 われた。

なお,こ の とき,後 に京都帝 国大学講 師 として赴任

す る森彦 三博士 も参画 していた。木製模型 は この よ

うな時代 に,蒸 気機 関車 国産の意気 に燃 えて当時の

技術者がその構造 を理解す るため木で作 り上げた も

の と推定 される。木 で作 ったのは金属 を 自由に工作

加工 で きる程 の機械工作技術がなかった ためであろ

う。

京都 帝国大学 は1897(明 治30)年 に創立 されたが,

最初の学科 と して設置 され たのが機械工学科であ っ

た。国を挙 げて殖産興業が推進 される中で,工 業の

発展 のため には機械工 学が 極め て重要で あ る とい

う,当 時の国家的要請 に よる ものであった。文明開

化の先駆 と言われた鉄道は最先端技術であり,機械

工学科の当初の講義でも前述の森彦三講師によって

「機関車」の講義名で開講され,ま た,「往復式蒸汽

機関」,「機械設計法」,「鉄道車輌」等の講義も開講

された(6)。木製の蒸気機関車模型はそれらの講義の

なかで貴重な教材 として使われたのであろう。

どのようにして作 られたのか詳細は不明である

が,こ の木製蒸気機関車模型は鉄道黎明期の製作者

の意気込みを100年 の時を経て今に運んでいる。
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